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Abstract: The Geological Survey of Japan, AIST, has been publishing the 1:200,000 gravity map

(Bouguer anomalies) series of Japan. A new gravity map of Miyazaki district has been published. We

compiled gravity data from about 7,300 stations including 387 new gravity stations on land and also

compiled sea surface gravimeter data (GH83-1 cruise of GSJ: about 5,900 points) within the map

area. The Bouguer anomaly map with an assumed density of 2.3 g/cm3 (2300 kg/m3) shows clear

correlation between the geological structure pattern and the gravity anomalies in general. Long wave-

length pattern of the largest low anomalies is coincident with the Miyazaki-oki basin which located at

the landward side of trench junction. And the geologically well-known bending pattern of the Shimanto

belt caused by a counterclockwise rotation of southern Kyushu with respect to northern Kyushu is

also seen in long wavelength anomaly pattern. Short wavelength low anomalies corresponding to

Hitoyoshi, Kobayashi and Miyakonojo basins are apparent. And a low anomaly in Miyazaki plain and

high anomalies surrounding the plain are clearly visible in a high-pass filtered map. Apparent short

wavelength anomalies are seen in the Kyushu mountains but they are thought to be effects derived

from an inappropriate assumption of the crustal model density (2.3 g/cm3: default value for the GSJ’s

gravity map series) to this area. Optimum densities in northern part of the map should be larger than

2.3 g/cm3.
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要　旨

　産総研地質調査総合センターでは，20万分の 1重力
図の系統的整備を行っている．新たに測定したものを
加えた陸域の重力データと，地質調査所GH83-1航海で
測定した海域の重力データを統一的に処理・編集して，
「宮崎地域重力図（ブーゲー異常）」を出版した．この
重力図には，宮崎沖堆積盆地や九州外帯の屈曲構造に
対応する長波長の異常や，人吉・小林・都城盆地に対
応する短波長の異常が見られる．また，短波長を抽出
したフィルター図では，宮崎平野下の負異常や，過去
の研究でも指摘された宮崎平野北部と西部の高重力異
常が確認できる．一方，九州山地にも高重力異常が分
布するが，重力補正に用いた仮定密度と実際の山体の
密度との差から生じる見かけのものである．このため，
基盤構造推定に利用する際には，地形の影響を考慮す
る必要がある．

地質調査研究報告 , 第 56巻，第5/6 号 , p. 183 - 208, 2005

１．はじめに

　産業技術総合研究所地質調査総合センターは，基盤
構造の体系的な解明を図ることを目的として，20 万分
の１スケールの重力基本図（コンター間隔が 1ミリガ
ル：10-5 m/s2 のブーゲー異常図）の系統的整備を行っ
ている．重力調査の既存資料について保有機関の協力
を得てその編集を行うとともに，未測定地域の重力測
定を実施している．今回，「大分」(広島ほか , 2001 ;
2002)「福岡」 (森尻ほか, 2001; 2002) 「唐津」 (牧野ほ
か, 2003)地域に続く，九州シリーズ４枚目の宮崎地域
重力図 (名和ほか, 2004) を出版した．図の範囲は，20
万分の1地質図幅「延岡」 (寺岡ほか, 1981) と「宮崎」
(斎藤ほか, 1997) の範囲を含む東経 130度 52.5分から
132 度，北緯 31 度 20 分から 32 度 45 分である（第 1
図）．また、同時に出版した「鹿児島」（村田ほか, 2004）
の後、「屋久島」（駒澤ほか , 2005）地域を出版し、重
力基本図研究の産総研第１期中期目標期間（2001 ～
2004 年度）の目標を達成した．　
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第1図　宮崎地域の地形図．コンター間隔は250 m．記号はそれぞれ，Mp, 宮崎平野; M, 諸県丘陵; Kp, 肝属平野;
   H, 人吉盆地; K, 小林盆地; Mb, 都城盆地; W, 鰐塚山地; T, 都井岬を示す．

    
Topographic map of Miyazaki district. Contour interval is 250 m. The labels defined as follows: Mp, Miyazaki

   plain; M, Morogata hill; Kp, Kimotsuki plain; H, Hitoyoshi basin; K, Kobayashi basin; Mb, Miyakonojo basin;
   W, Wanizuka mountains and T, Toi cape.

Fig. 1
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　宮崎平野を中心とするこの地域は，沖合に南海トラ
フと琉球海溝の会合点が存在し，九州・パラオ海嶺の
北延長上にあたる．陸域北部の九州山地から南部の鰐
塚山地にかけては，東の四国から続く四万十層群が広
く分布している．南西部には，霧島の火山岩類とそれ
を取り囲む火砕流堆積物が分布する．地下数十 km で
は，フィリピン海プレートが北西方向に沈み込んでい
て，この地域のテクトニクスに影響を与えている．　
　本論文は，出版した重力基本図を中心に，宮崎地域
のブーゲー異常の特徴を示すことと，重力図作成のた
め新たに陸上で追加測定したデータを公開することを
目的としている．なお，本文中においては，この分野
の慣例にしたがった単位で記述するが，初出の場合は
SI 単位を併記する．

２．重力測定の概要

　陸域については，測定点密度が比較的粗かった九州
山地を中心として，1998年から2000年にかけて新たに
重力測定を行った．測定には，LaCoste & Romberg重
力計のD型，Ｇ型及び Scintrex 重力計 CG-3M型を用
いた．
　重力測定点の位置を決める際に，1999年と2000年の
測定では，GPSによる高速スタティック測量を利用し
た．捕捉した衛星が 4個の場合は 20 分，5個の場合は
15分，6個以上の場合は 8分間，簡易三脚上のGPSア
ンテナを用いてL1，L2信号を受信した．GPSデータの
解析は Trimble 社の GPSurvey ソフトウェアを用いて
行い，測定地域付近にある国土地理院の電子基準点を
固定点として，測定点の座標値を決定した．GPSで座
標決定した以外の測定点の位置は，独立標高点など地
形図から読みとった値を用いた．
　既存の測定点の間を埋めることを目的とした，主に
山間部の林道での調査であったので，GPSの利用は有
効であった．一方，谷沿いでは衛星の捕捉数が少なく
なり，測定時間が長くなってしまうことがあった．今
後，日本での打ち上げが計画されている準天頂衛星に
よって，谷沿いでも効率的に位置決定ができるように
なることを期待している．
　日向灘海域の重力測定は，1983 年の白嶺丸GH83-1
航海で LaCoste & Romberg 船上重力計を用いて行っ
た．観測と元データ処理の詳細については，地質調査
総合センター発行の日向灘海底地質図（重力異常図・
磁気異常図）（上嶋ほか，印刷中）を参照していただき
たい．

３．ブーゲー異常図の作成

　宮崎地域重力図作成のために，上記のように新たに

測定した387点を加えた陸域データ約7,300点と，海域
データ約 5,900 点の重力データを編集した（第 2 図）．
「唐津」（牧野ほか , 2003）地域に続き海域の船上重力
計データと陸域の重力データとを統一的に編集して重
力基本図を作成した．　
　既存の陸域データの大部分は「日本重力図CD-ROM
第 2版」（地質調査総合センター編，2004）と Gravity
Database of Southwest Japan (CD-ROM) (The Grav-
ity Research Group in Southwest Japan, 2001) で既に
公開されている．前者に含まれている駒澤ほか (2004)
及び 新エネルギー・産業技術総合開発機構 (2004) の
データを編集に使用した．また，後者に含まれるデー
タと未公表データについては，該当各機関の了解を得
て使用した．今回宮崎地域重力図の作成に使用した資
料は第 1表に示すとおりである．
　ブーゲー異常値の計算手順は，地質調査所重力補正
標準手順SPECG1988（地質調査所重力探査グループ ,
1989a,b）に基づいている．測定重力値は日本重力基準
網1975（国土地理院, 1976）に準拠したものであり，緯
度によって変化する広域重力場は測地基準系1980に基
づく正規重力式を使用した．また，地形補正は「国土
整備事業」の一環として国土地理院において作成され
た標高に関する国土数値情報資料，数値地図50 mメッ
シュ（標高）並びに海上保安庁発行の海底地形図を用
いて60 kmまで実施した．ブーゲー・地形補正に用い
た仮定密度は，産総研発行の重力基本図において統一
して用いている2.3 g/cm3 (2,300 kg/m3)である．海域
の船上重力データについては，変針点付近の不良デー
タについては前もって除去し，その他の船上重力デー
タ取得に関わる誤差から生ずる不自然な短波長異常は，
水深に対応する上方接続フィルターを施して除去した
（駒澤ほか，1999）．
　既存の重力データの大部分は旧日本測地系の緯度経
度座標でデータベース化されている．これらデータの
世界測地系（新日本測地系）への変換は，trns96（国
土地理院Web site: http://vldb.gsi.go.jp/sokuchi/soft-
ware/ 及び，飛田，2002）を用いたTokyo97からITRF94
への 3 パラメータによる変換を施した．パラメータを
第 2表に示す．20万分の 1スケールで重力図を作成す
る場合，10 ｍの誤差（図上の0.05 mm）は許容範囲な
ので，trns96 による変換で精度は充分である．緯度経
度の座標変換に伴い，正規重力値も計算し直した．付
録に示した重力データの座標を，旧日本測地系に変換
する必要がある場合には，第 2表の値で trns96を用い
て逆変換すればよい．
　グリッド化には日本重力CD-ROM第2版（地質調査
総合センター，2004）にも収録されているプログラム
maplin_tmを用いて500 ｍ間隔のブーゲー異常値を求
めた．その原理は，距離依存性の重み付き二次元二次
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第２図　重力測定点分布図．＋：既存の測定点，○：新規測定点．

    
Distribution of gravity stations used in this study. ＋:existing stations, ○: new stations.Fig. 2

0 10 20

km
131˚ 00' 131˚ 20' 131˚ 40' 132˚ 00'

31˚ 20'

31˚ 40'

32˚ 00'

32˚ 20'

32˚ 40'

131˚ 00' 131˚ 20' 131˚ 40' 132˚ 00'
31˚ 20'

31˚ 40'

32˚ 00'

32˚ 20'

32˚ 40'

131˚ 00' 131˚ 20' 131˚ 40' 132˚ 00'
31˚ 20'

31˚ 40'

32˚ 00'

32˚ 20'

32˚ 40'

131˚ 00' 131˚ 20' 131˚ 40' 132˚ 00'
31˚ 20'

31˚ 40'

32˚ 00'

32˚ 20'

32˚ 40'

131˚ 00' 131˚ 20' 131˚ 40' 132˚ 00'
31˚ 20'

31˚ 40'

32˚ 00'

32˚ 20'

32˚ 40'

131˚ 00' 131˚ 20' 131˚ 40' 132˚ 00'
31˚ 20'

31˚ 40'

32˚ 00'

32˚ 20'

32˚ 40'

131˚ 00' 131˚ 20' 131˚ 40' 132˚ 00'
31˚ 20'

31˚ 40'

32˚ 00'

32˚ 20'

32˚ 40'

131˚ 00' 131˚ 20' 131˚ 40' 132˚ 00'
31˚ 20'

31˚ 40'

32˚ 00'

32˚ 20'

32˚ 40'

131˚ 00' 131˚ 20' 131˚ 40' 132˚ 00'
31˚ 20'

31˚ 40'

32˚ 00'

32˚ 20'

32˚ 40'

131˚ 00' 131˚ 20' 131˚ 40' 132˚ 00'
31˚ 20'

31˚ 40'

32˚ 00'

32˚ 20'

32˚ 40'

131˚ 00' 131˚ 20' 131˚ 40' 132˚ 00'
31˚ 20'

31˚ 40'

32˚ 00'

32˚ 20'

32˚ 40'

131˚ 00' 131˚ 20' 131˚ 40' 132˚ 00'
31˚ 20'

31˚ 40'

32˚ 00'

32˚ 20'

32˚ 40'

131˚ 00' 131˚ 20' 131˚ 40' 132˚ 00'
31˚ 20'

31˚ 40'

32˚ 00'

32˚ 20'

32˚ 40'

131˚ 00' 131˚ 20' 131˚ 40' 132˚ 00'
31˚ 20'

31˚ 40'

32˚ 00'

32˚ 20'

32˚ 40'

131˚ 00' 131˚ 20' 131˚ 40' 132˚ 00'
31˚ 20'

31˚ 40'

32˚ 00'

32˚ 20'

32˚ 40'

131˚ 00' 131˚ 20' 131˚ 40' 132˚ 00'
31˚ 20'

31˚ 40'

32˚ 00'

32˚ 20'

32˚ 40'



宮崎地域の重力異常について（名和ほか）

－187－

多項式を測点近傍の局所領域に適用し，測点から離れ
た内挿エリアは曲率が調和的になるよう緩和法を用い
るというものである（駒澤ほか，1999）．コンター図の
作成には，地質情報表示ソフトウェア・ライブラリ
JKGLIB （http://staff.aist.go.jp/murata.gsj/jkglib/
index-j.html）を用いた．
　以上は出版した重力基本図の作成手順であるが，本
報告内で示す図は，出版図のコンターと滑らかさが同
等になるようにパラメータを設定して Generic Map-
ping Tools（Wessel and Smith, 1995）を用いて作成
した．次節で重力基本図（仮定密度2.3 g/cm3）の特徴
を述べた後，仮定密度を変えたブーゲー異常図も示し
て議論に用いる．

４．ブーゲー異常図の特徴

　宮崎地域の重力異常（第 3図）の特徴としてまず挙
げられるのが，日向灘の－ 100 ミリガルに達する強い
負の異常である．この地域に強い負の重力異常が存在
することは，最初，東大海洋研の船上重力計（TSSG:
Tokyo Surface Ship Gravity Meter） による観測で明ら

かにされた（Tomoda, 1973）．ほぼ南北に伸びる楕円状
に広がるこの負の異常の西縁は宮崎平野に達している．
その中心は，現在，地形的に見られる日向海盆よりも陸
に近い大陸棚にある．これはかつて前弧海盆で厚く堆
積した密度の軽い層の存在を反映していると考えられ
る．地質学的にもその存在が確認されており，「宮崎沖
堆積盆地」と名付けられている（岡村，印刷中）．
　大きく強い負異常の西側では，大まかな傾向として
は西に行くほど重力異常値が大きくなる．しかし，そ
の傾向は九州山地が広がる北側では，南東から北西に
かけて大きくなっている．一方，南側では東から西に
大きくなるようその傾向が変化している．第 4図に陸
域の地質図を示すが，地質学的には九州外帯の屈曲構
造（北薩屈曲，野尻屈曲などと呼ばれる (町田ほか ,
2001; 日本の地質「九州地方」編集委員会 , 1992)）が
知られており，重力異常の南北での傾向の変化とよく
対応している．「屈曲」による構造変化が，表層部分だ
けでなく，地下数kmまで続いていることが示唆される．
　宮崎沖堆積盆地のように強い異常ではないが，人吉
盆地の東部や小林盆地に対応して，－20ミリガル程度
の負の異常が見られる．小林盆地の負異常は，小林カ

第１表　宮崎地域重力図の編集資料一覧．

Table 1   List of compiled gravity data for the gravity map of Miyazaki district.

第2表　測地系の変更に用いたパラメータ．

Table 2    Parameters of conversion and transformation from Tokyo97 to ITRF94.
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第３図　宮崎地域のブーゲー異常図．仮定密度2.3g/cm3, コンター間隔 2 mgal. 図中の記号は第１図と同じ .

    
Bouguer gravity anomaly map of Miyazaki district with the assumed density of 2.3g/cm3. Contour interval is 2 mgal.

    The labels are the same as those of Figure 1.
Fig. 3

ルデラ (例えば，小林ほか, 1995) と呼ばれている．霧
島火山周辺には他にもカルデラ起源の低重力異常（加
久藤カルデラ (田島・荒牧, 1980; 小林ほか, 1995) ）も
知られているが，隣接する「鹿児島地域重力図（ブー
ゲー異常）」（村田ほか , 2004）や，オリジナルデータ
が収録されている小林ほか (1995) を参照していただき

たい．また，これらより振幅が小さい異常であるが，都
城盆地と対応した負異常も見られる．
　第 5 (a) 図に長波長成分を抽出したブーゲー異常図
を示すが，宮崎沖堆積盆地の負異常や外帯の屈曲構造
と対応する重力異常の傾向の変化が見てとれる．ま
た，陸域の盆地やカルデラに対応した特徴は第 5 (b)
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第４図　宮崎地域の地質図．100万分の1日本地質図第3版CD-ROM版（地質調査総合センター編, 2003）の
   数値データを元に作成．中野(1996)のソフトウェアを利用した．

    
Simplified geological map of Miyazaki district based on the Geological Map of Japan 1: 1,000,000, 3rd

      Edition, 2nd CD-ROM Version, Geological Survey of Japan (2003).
Fig. 4
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第５図　宮崎地域のブーゲー異常（仮定密度2.3g/cm3）のフィルター図　(a) 波長約50 kmより長波長成分 と(b) 短波長成分．
　コンター間隔 2 mgal. (b)のハッチ部分は正の領域．記号(T’, M’)は渡辺(1976)が指摘した高重力異常岩体の位置 . それ
　以外の記号は第１図と同じ .

    
(a) Long wave length component of the Bouguer anomaly (assumed density: 2.3 g/cm3) passing wave length > 60 km and rejecting

    wavelength < 40 km and (b) short wave length component of the Bouguer anomaly passing wavelength < 40 km and rejecting
    wavelength > 60 km. Contour interval is 2 mgal. T’ and M’ indicate high gravity anomalies shown by Watanabe (1976). Other labels
    are the same as those of Figure 1.

Fig. 5
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第５図　（つづき）

    
(continued)Fig. 5
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図に示した重力図の短波長成分にもよく現れている．
ハイパスフィルタリングすることによって宮崎沖堆積
盆地の影響で隠れていた宮崎平野の盆地状構造や都城
から肝属平野に延びる低地帯に対応する構造が明瞭に
なった．
　第5 (b) 図にはいくつかの高異常が見えている．例え
ば，宮崎平野の北方と西方に振幅の大きな地域が存在
する．渡辺 (1976) は，宮崎平野の重力異常の解析か
ら，図中に示したT’, M’に高重力異常岩体が存在する
ことを指摘している．今回の宮崎平野の周辺部を含め
た解析から，渡辺 (1976) が指摘したそれぞれの異常
は，より広い高重力異常域の一部分であることがわ
かった．渡辺 (1976) は，重力異常より広い領域で磁気
異常の定量解析を行っているが，そこで示された磁気
異常岩体の広がりと，今回の重力異常に現れている諸
県丘陵に対応する高重力異常の広がりは調和的である．
一方で，渡辺 (1976) が同時に指摘している日向市－遠
見山付近の磁気異常岩体は，今回作成した重力異常図
では明瞭でない．次節で仮定密度の違いによる重力異
常パターンの変化について述べるが，これらの結果に
は影響しない．
　また，九州山地の白亜紀や古第三紀の堆積岩が分布
する地域（四万十帯）において高異常が点在している
ことがわかる（第3, 5 (b) 図）．第1図の地形図と比較
してわかるように，標高の高い地域とよく対応してい
る．これは重力補正で仮定した密度が実際の岩石密度
より小さいため現れた見かけのもので，その重力異常
のパターンは深い基盤構造を反映したものではないと
考えられる．この問題については次節で詳しく述べる．
　海と陸の境界付近にも高異常が存在している（第 5
(b) 図）．都井岬沖を最大として，海岸線に沿って北部
の延岡周辺まで辿ることができる．第 3図のブーゲー
異常図を見ても，都井岬から日南市付近にかけてコン
ターが屈曲している部分が続くことがわかる．上嶋ほ
か (1993; 印刷中) は GH83-1 航海中にテアが発生した
ことを報告しているが，その影響が取り去りきれてい
ない．データ処理の項で述べたようにフィルタリング
操作によって不自然な短波長異常を補正しているが，
バイアスが生じている場合には，その影響は除去でき
ない．以上のことから，この海陸境界付近の高異常は
見かけのものである可能性が高い．

５．異なる仮定密度のブーゲー異常と
表層密度分布のインバージョン

　前述したように，産総研の重力基本図シリーズでは，
ブーゲー異常値の計算のために，仮定密度を全国で2.3
g/cm3に統一して各補正を実施している．このため，実
際の岩石密度と補正密度に差がある地域では，地形の

影響が残ってしまうことがある．第6図に仮定密度2.67
g/cm3と2.0 g/cm3で計算したブーゲー異常図（第6  (a),
(c) 図）と，それぞれの図と重力基本図 (仮定密度 2.3
g/cm3) との差（第 6 (b), (d) 図）を示す．第 6 (b) 図
と第 6 (d) 図を比べてわかるが，前節で指摘したよう
に，標高が高い地域では仮定密度の違いによって最大
40 mgal 程度の差を生じる．
　一般に，地下構造を反映するブーゲー異常には，地
形のような短波長な構造は現れないと考え，地形のパ
ターンと無相関になる値を最適な仮定密度とする．宮
崎地域重力図の場合，重力基本図で仮定した2.3 g/cm3

という密度は，九州山地については小さめの値であり，
図を解釈する際には，地形の影響が残っていることを
考慮する必要がある．
　逆に上記のことを利用して，地形の影響を小さくす
るような表層密度（仮定密度）分布を推定することが
可能である．名和ほか (2004b) は宮崎地域重力図の作
成に用いた重力データを使用して，この地域の表層密
度分布を推定した．詳しくは参考文献 （例えばMurata,
1993; Nawa et al., 1997）に譲るが，その原理は，観測
値から計算されるブーゲー異常値と曲面で表された真
のブーゲー異常との残差を小さくし，かつできるだけ
曲面を滑らかにする表層密度分布を求めるというもの
である．密度分布はメッシュで表し，分布自体には拘
束条件は与えない．また，残差と曲面の滑らかさを調
整するトレードオフパラメータの決定にABIC（赤池ベ
イズ情報量規準）を用いている．この結果（第7図）を
見てもわかるように，三畳紀から古第三紀の古い堆積
岩が分布する地域（秩父帯，四万十帯）で最適な密度
は2.3 g/cm3より高密度であり，この地域では2.67 g/
cm3（第6 (a) 図）の方が基盤構造を反映したもっとも
らしい重力異常と言える．
　第 6 (a) 図のように地形の影響が除去されることに
よって，九州山地北西部の変成岩類に対応するシャー
プな線状構造や，第 3図をローパスフィルタリングす
る（第5 (a) 図）ことによって見えた北東‐南西トレン
ドの長波長構造が明瞭になる．

６．宮崎沖の負異常について

　宮崎地域重力図で特徴的な強い負異常は，宮崎沖堆
積盆地に堆積した軽い物質が原因と考えられると述べ
たが，どのような構造に由来するもので，それはどの
ようにして形成されるのであろうか．表層の堆積物以
外にも，より深い，沈み込むスラブ付近に原因を求め
る研究も存在する．
　堆積物の密度推定を行った研究例をあげると，上嶋
ほか (印刷中) は，この負異常をほぼ東西に切るプロ
ファイルで構造解析を行い，基盤岩の密度を 2.67 g/
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第６図　仮定密度を変えたブーゲー異常と仮定密度2.3 g/cm3のブーゲー異常との差．(a) 仮定密度2.67g/cm3のブーゲー異常図，
　(b) (a)と第3図との差，(c) 仮定密度2.0 g/cm3のブーゲー異常図，(d) (c)と第3図との差 . コンター間隔 2 mgal.

    
(a) Bouguer gravity anomaly map with the assumed density of 2.67 g/cm3, (b) difference between (a) and Fig. 3, (c) Bouguer gravity

    anomaly map with the assumed density of 2.0 g/cm3 and (d) difference between (c) and Fig. 3. Contour interval is 2 mgal.
Fig. 6

cm3，堆積物の密度を2.25 g/cm3（その差0.42 g/cm3）
とすることで重力異常を説明できるとしている．また，
Kitamura (1999) は，地震探査の結果を参照して３次
元的な堆積盆の形を仮定した重力インバージョンを行
い，基盤岩と堆積物の密度差は0.63 g/cm3がもっとも

らしいとしている．
　このような堆積盆地の形成には，以下のような研究
から海洋プレートの沈み込みが大きく寄与しているこ
とが示唆される．例えば，最近の日本列島スケールの
研究では，定常的なプレートの沈み込みによる粘弾性
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第６図　（つづき）

    
(continued)Fig. 6

応答の数値シミュレーションが行われ，琉球海溝から
日向灘・豊後水道に至る地域が沈降域になることが示
されている（Hashimoto et al., 2004）．また，日向灘
の負異常を発見した友田は，トレンチの会合部ではプ
レート同士が重なり合うことによって過剰質量が生じ，
その引きずり込みによって，この日向灘や北海道浦河

沖の強い負異常が形成されるとするモデルを提唱して
いる（Tomoda, 2003）．
　一方，第四紀に入ってからの宮崎平野・日南海岸付
近の隆起が地形学的に観測されている．その原因が，
周囲より軽い物質からなるフィリピン海プレート上の
九州・パラオ海嶺の沈み込みにある（例えば，長岡ほ
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第６図　（つづき）

    
(continued)Fig. 6

か , 1991）として，地下 30 km付近に低密度異常の存
在を仮定して宮崎沖の負異常を説明する試みもある
（Nakada et al., 2002）．
　実際には上記で述べた表層部分と深い部分の影響が
重なりあっているのかもしれない．しかし，重力異常
の原因となるものの，存在する深さ，広がりと密度差

にはトレードオフがあり，重力データだけでは構造を
一意的に決めることができない．表層付近のより詳細
な構造探査や，深部の低密度異常を示唆する低速度異
常域が存在するという地震波トモグラフィの結果（例
えば，Hirahara, 1981）など，重力と独立した観測デー
タを加えた定量的な検討を今後行う必要がある．
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第６図　（つづき）

    
(continued)Fig. 6

７．まとめ

　「宮崎地域重力図（ブーゲー異常）」のために行った
重力測定とブーゲー異常図の作成手順について述べた．
長波長成分・短波長成分を抽出したフィルター図も作
成し，この地域のブーゲー異常の特徴を示した．仮定

密度の違いによる重力異常パターンの変化を示し，山
間部に現れる地形の影響について述べた．最後に，こ
れまでの宮崎沖の負異常に関する研究を概観し，問題
点を述べた．なお，本研究において陸域で新たに測定
した重力データの一覧を付表に掲げる．
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第７図　重力データから推定した宮崎地域の地殻表層密度分布．

   
Terrain density distribution in Miyazaki district estimated from gravity data using Nawa et al. (1997) method.Fig. 7
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付表A-1　宮崎地域重力データ一覧（補足調査分）　1/8　凡例は208ページを参照

Table A-1  Gravity data of Miyazaki district observed in 1998-2000.
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付表A-1　（つづき）　2/8　凡例は208ページを参照

Table A-1  (continued)
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付表A-1　（つづき）　3/8　凡例は208ページを参照

Table A-1  (continued)
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付表A-1　（つづき）　4/8　凡例は208ページを参照

Table A-1  (continued)
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付表A-1　（つづき）　5/8　凡例は208ページを参照

Table A-1  (continued)
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付表A-1　（つづき）　6/8　凡例は208ページを参照

Table A-1  (continued)
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付表A-1　（つづき）　7/8　凡例は208ページを参照

Table A-1  (continued)
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付表A-1　（つづき）　8/8　凡例は208ページを参照

Table A-1  (continued)
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凡例凡例凡例凡例凡例
No: 測点番号
Lat: 緯度（3203.074 で北緯 32 度 3.074 分を示す）
Lon: 経度（13114.398 で東経 131 度 14.398 分を示す）
g: 重力値（mgal）
g-norm: 正規重力値（mgal）
H: 標高（m）
Tl: 地形補正値（陸域，密度 2.0 g/cm3 換算，mgal）
Tw: 地形補正値（海域，密度 1.0 g/cm3 換算，mgal）
bgc: ブーゲー補正値（密度 2.0 g/cm3 換算，mgal）
fac+A: フリーエア＋大気補正値（mgal）

任意の仮定密度ρ（地殻表層）ならびにρw（海水）を用いたブーゲー異常値（BA）は次式で計算される．
BA = g － gnorm + fac+A + (bgc+Tl)×ρ／ 2.0 + Tw ×ρ w

LegendLegendLegendLegendLegend
No: Station number
Lat: Latitude (e.g. 3203.074: 32 degrees 3.074 minutes N)
Lon: Longitude (e.g. 13114.398: 131 degrees 14.398 minutes E)
g: Gravity value in mgal
g-norm: Normal gravity value in mgal
H: Height in m
Tl: Lithospheric terrain correction for the density of 2.0 g/cm3 in mgal
Tw: Hydroshpheric terrain correction for the density of 1.0 g/cm3 in mgal
bgc: Bouguer correction for the density of 2.0 g/cm3 in mgal
fac+A: Sum of free air correction and atmospheric correction in mgal

Bouguer anomaly (BA) can be calculated as
BA = g － gnorm + fac+A + (bgc+Tl)×ρ／ 2.0 + Tw ×ρ w
where ρ and ρ w are the assumed densities of surficial rock and sea water, respectively.


